
SFN285 #51-#55 

塚本裕介 



• The IRAS 08589−4714 star-forming region 
• Molecular gas in the star-forming region IRAS 

08589−4714 
• Orbits, Distance, and Stellar Masses of the 

Massive Triple Star σ Orionis 
• How bright are the gaps in circumbinary disk 

systems? 
• Discovery of Infalling Motion with Rotation of the 

Cluster-Forming Clump S235AB and Its 
Implication to the Clump Structures 



• 巨大分子雲Vela molecular Ridge 内のIRAS 08589-4714(下図) 
の領域をHerchealとWISEのデータを使ってYSOsを探した 

• +は中心の大質量星 
• B5 
• 20-55 Msun 
• 103 Lsolar 

• IRS1-7が著者らが 
新たに見つけたYSOs 
• IRS 1, 2,3, and 7 
はWISEのデータでも   
受かっていてClass I or II 
• IRS 4,5,6はもっと若
い 

• WISE の 4.6 μm (blue),12 μm (green)とHerschel の 70 μm (red)で作った合成画像 



• Dusty codeを使った
SED fitting 

• 黒点はハーシェルの
データ点 

• 赤:ベストフィットモデ
ル 

• 緑:エラーバー内の
20モデル 
 

• SED fitting から得ら
れた物理パラメータ 



• Source 1 及び 3の分子輝線プロファイル 
• 白:ハーシェルの観測:500 350 250 70 μm 
• 緑:各輝線のにintegrated emission map 
• Gray scale: WISE 4.3 μm   

• IRS1,3領域の質量: 
310 Msun>Mvir=135Msun 

• 領域は重力崩壊を起こしているだろう 

• さきほどのYSOsのうちIRS1, 3の周囲のガスを観測した 



• σ Orionis クラスター中心領域にある三重星(Ori Aa Ab, Ori B)の
軌道と距離と質量を光学赤外干渉計を用いて決めた 

r=387.5+/-1.3 pc 
典型的な手法による誤差より
一ケタ小さい誤差 

• 恒星進化モデルから計算した質量は系統的に過大評価している 

 

• 年齢もクラスターの典型的な年齢より系統的に小さく見積もる 



• Circum-binary disk中のgapからの放射について、3D MHDシ
ミュレーションを用いて調べた 

• 周連星円盤ではギャップ、星へのストリーム、中心星周囲の円盤などの構造が
できる 

• 周連星円盤のSEDに特徴は現れるか？様々な研究結果がある 
• ギャップのせいでSEDにくぼみが見える(Roedig+14) 
• ストリームからの輻射によってくぼみが消える？(Farris+15) 



• 本研究ではくぼみが形成するという結果を支持 
• Farrisらのコードでは手でα粘性を入れているため、本来層流的に流れるはずの
ストリームの粘性加熱を過大評価 

⇒人工的にくぼみが消えていた 
 

円盤からの熱スペクトル図 
黒:定常降着円盤のべき則 
緑:外側の円盤から寄与 
マゼンタ:星周囲の円盤からの寄与 
赤:ストリームからの寄与の平均値と分散 
青:円盤ギャップからの寄与を粘性降着円盤とした場合の寄与 



• 星団形成領域S235
でのガス構造を降着
流+回転を入れたモ

デルでフィットして、
パラメータを決定し
た 

• 上図:C18O観測からの
H2分布 

• 中図:ベストフィットモデ
ルの分布 

• 下図:長軸上の点での
速度-柱密度図 
• 黒:観測 
• 赤:モデル 

⇒Infall motionが見える 
 



モデルフィッティングの結果 

• 領域全体の質量:1000 Msun 
• Mdot:10-3 Msun/yr 
• R<6000 AU領域に4Msunの質量 
⇔11 Msunの星が存在 


